
 
 
 
 

 
 
 

ピーマン栽培はじめませんか 

空いた畑や水田で、何か栽培したい…と考えている方、ピーマンを栽培 

してみませんか？興味のある方は、下記担当までご連絡ください！ 

【栽培について】 

露地栽培の栽培暦は下記の通りです。霜が降りるまで収穫可能です。 

 

 

【10ａ当たりの収益目安】 

 

 

 

 

【おすすめポイント】     

１ 選果機が新しくなり、コンテナのまま出荷が可能です！（持込先：玖珠中央選果場）

２ 栽培管理が簡単で初期投資も少なく、夏秋野菜の中でも取り組みやすい作物です。 

【作業について】     

１ 定植（4 月下旬～5 月上旬） 

（１）１０a あたり約１０００本定植でき、苗は購入可能です。 

２ 収穫（6 月中旬～11 月頃） 

（１）ピーマンで最も労働時間の多い作業です。 

（２）収穫量がピークの 8、9 月は収穫 4 時間、出荷調整に 2 時間ほどかかります。 

（３）週２日出荷できない日があります。出荷をしない日の前日は防除を行いましょう。 
【栽培圃場について】     

畑・水田どちらでも栽培可能ですが、雨水だけではかん水量が足りないため、水が確保

できる圃場であること、排水が良いことが重要です。 

 

※苗の注文期限は 12 月末まで (園芸第二班 河原) 
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大分県西部振興局 生産流通部 
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《紹介》空いた畑・ハウスで花を作りませんか？  

 
「何も作付けしていない畑・ハウスがあり、何か栽培したい・・・」 

「来年以降の夏作後に、秋作や冬作の品目を検討している」 

など、考えている方はいませんか？ 

 
その選択肢の中に花きの栽培を加えてみませんか？比較的生産コストを抑えるこ

とができる花き品目についてご紹介します。野菜などの既存の栽培品目に組み込

むことなども可能ですので、興味のある方は下記担当までご連絡ください！ 

 

  品目① ヤマジノギク（露地） 

・大分県のみで栽培されている、オリジナル品目です。 

・10 月、11 月に出荷します。 

・定植から出荷まで 3 ヶ月程度かかります。 

・苗は購入できます。（注文は来年 1 月頃です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  品目② 切り花ハボタン（雨よけハウス） 

・正月の花材用に 12 月に出荷します。 

・タイマー等で定時かん水ができ、無加温の簡易なハウスでの 

栽培が可能です。 

・稲の育苗箱を活用した少量培地栽培です。 

・播種から出荷までは 6 ヶ月程度かかります。 

・定植後の管理は、タイマー等の定時かん水が理想です。 

・その他の管理はヨトウ類やコナガなどの定期的な病害虫防除とネ

ット上げが中心です。 

・染色して出荷することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              （園芸第二班 志賀）  

開花時期に寒暖差があるほど花の色が濃く色づきます。 

玖珠九重の気候に合った品目です。 

栽培体系 7月 8月 9月 10月 11月

極早生 　　　　 

早生

中生

　 ：定植 　 ：摘心 　 ：出荷

少量培地栽培ではヒマワリやアスターなど 

多品目を組み合わせた作型の設定が可能です。 

栽培体系 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

80㎝級

　 ：播種 　 ：定植 　 ：出荷



雇用就労資金はご存じでしょうか？  

【雇用就労資金とは？】 

農業法人等が就農希望者を雇用して農業就業又は独立就農に必要な実践研修を実施す

る場合に資金を交付する「雇用就農者育成・独立支援タイプ」と、農業法人等が、新たな

農業法人を設立して独立就農することを目指す者を雇用して実践研修を実施する場合に

資金を交付する「新法人設立支援タイプ」があります。 

【要件について】 

 

★ 過去に本事業の支援対象となった新規雇用就農者が離農している場合には、離農した

新規雇用就農者の数を超えて雇用した新規就農者の増加分が支援対象になります。 

【助成内容について】 

 

【募集期間】 

 年 3 回の募集期間がありますが、今年度は 10 月 15 日(火)～ 11 月 15 日(金)に 3 

回目の募集が行われる見込みです。 

※令和６年度３回目募集における新規雇用就農者の支援対象採用日は 2024 年 2 月 1 日

～2024 年 10 月 1 日となる見込みです。 

【お問い合わせ先】 

大分県農業会議 TEL:097-532-4385 

（営農推進班 吉武） 

 
 



秋から冬にかけても被害対策を! 
 
   まだまだ、暑い日が続きますが、季節は確実に秋に向かっています。秋は「実りの季節」。  

この実りの季節を迎える為に鳥獣害対策を行ってきましたが、作付け、収穫は来年も続く  
ことを忘れていませんか？  

来年も引き続き、被害ゼロを目指すためには、秋～冬の被害対策がとても重要なのです。  
 

１ 電気柵について  
  電気は昼夜問わず 24 時間通電しましょう！  

 イノシシやシカは夜行性で田畑に来るのは夜だけと思っていませんか？  
 イノシシやシカは昼夜関係なく活動しますから、24 時間田畑を守る必要があるのです。  
 また、収穫後、電気柵を設置したままにするのであれば、作物が無くても通電させてくだ  
さい。電気の通っていない電気柵はただの紐です。このような状態にしておくと、イノシシ  
たちは慣れてしまい、電気柵を恐れなくなるため、電気柵の効果が無くなってしまいます。  

 
 ２ 防護柵について  
   収穫後でも防護柵の門扉は必ず閉じましょう！  
   作物の収穫が終わった後でも、門扉は確実に閉じておきましょう。イノシシたちにとって、  
  稲の二番穂や肥料として蒔かれた野菜クズなどは貴重な栄養源なのです。この餌を与えない  
  ように、必ず門扉を閉めましょう。  

 あわせて、可能であればすき込みを行えば、なお効果的です。  
 

 
                               

収穫されなかった野菜や、肥料  
とするために放置した野菜クズは  
イノシシたちにとって、立派な食  
料です。  
                     
  
                           

  
 ３ 集落の環境整備について  
  防護柵周辺の放任果樹を無くしましょう！  
   農地が電気柵や防護柵で囲われ、加害獣の侵入がなくても、その周辺に誰も管理していな  

い柿の木や栗の木があると実が落ちて、加害獣を呼び寄せる原因になります。  
収穫することのない果樹は枝を落とすか、伐採することで危険回避できます。  

 
 
 
 
 
    
    
    
     

防護柵の外へ枝を伸ばした栗の木。  
柵の外側に実が落ちています。  
                              （森林管理班 丸山）  

 





（営農推進班　吉武）


